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開
催
に
あ
た
っ
て

　

昨
今
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D-

19
）と
の

長
く
先
の
見
え
な
い
闘
い
、異
常
気
象
な
ど
に
よ
る
甚
大
な
被
災
、そ

し
て
急
速
な
I
C
T
の
発
展
な
ど
、予
測
が
困
難
な
状
況
の
中
で
私

た
ち
は
生
き
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
時
代
は
、「
V
U
C
A
」と
言
わ
れ
る
、変
動
性（Volatility

）

が
高
く
、不
確
実
（Uncertainty
）で
複
雑
（Com

plexity

）、更
に

曖
昧
さ
（Am

biguity

）を
含
ん
だ
社
会
情
勢
に
あ
る
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
中
で
、人
々
は
、「
昭
和
時
代
」の
モ
ノ
に
親
し
み
を
感
じ

た
り
、大
河
ド
ラ
マ
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、「
中
世
」の
時
代
に
関
心
を

寄
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

人
々
が
、な
ぜ
、今
、過
去
に
魅
か
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ
の
時
代

に
生
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
の
「
新
鮮
さ
」や
、謎
多
き
時
代

だ
か
ら
こ
そ
の
「
面
白
さ
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。も
し
か
し
た
ら
、予
測
不
能
な
問
い
の
答
え
を
導
き
出
す
「
ヒ
ン

ト
」が
歴
史
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

本
展
で
は
、「
坂
東
武
者
の
生
き
ざ
ま
～
埼
玉
の
中
世
文
書
～
」と

題
し
、文
書
館
が
収
蔵
す
る
中
世
文
書
か
ら
、主
に
南
北
朝
・
室
町
時

代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、「
勇
猛
果
敢
」と
恐
れ
ら
れ
た
「
坂
東

武
者
」が
ど
の
よ
う
に
生
き
抜
い
て
い
っ
た
の
か
、そ
し
て
ど
ん
な
歴

史
を
築
い
て
い
っ
た
の
か
を
描
き
出
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

ど
ん
な
苦
境
に
立
と
う
と
も
、「
坂
東
武
者
」と
し
て
の
誇
り
を
忘

れ
な
か
っ
た
そ
の
「
生
き
ざ
ま
」は
、私
た
ち
に
何
を
教
え
、導
い
て

く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。ど
う
す
る
現
代
の
坂
東
武
者
た
ち
よ
。

　

終
わ
り
に
、本
企
画
展
の
開
催
に
あ
た
り
、御
協
力
を
賜
り
ま
し
た

関
係
者
の
皆
々
様
に
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
四
年
九
月
十
七
日　
　

埼
玉
県
立
文
書
館
長　

山
田　

恵

【 

凡
　
例 

】

主　

催　

埼
玉
県
立
文
書
館

会　

場　

埼
玉
県
立
文
書
館　

展
示
室

会　

期　

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
九
月
十
七
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
十
一
月
二
十
日
（
日
）

坂
東
武
者
の
生
き
ざ
ま
　
～
埼
玉
の
中
世
文
書
～

埼
玉
県
立
文
書
館
企
画
展

・
本
書
は
、
埼
玉
県
立
文
書
館
企
画
展
「
坂
東
武
者
の
生
き
ざ
ま
～
埼
玉
の
中
世
文
書
～
」
の
展
示
解
説
図
録
で
あ
る
。

・
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
掲
載
し
て
い
な
い
資
料
も
あ
る
。
ま
た
図
録
の
掲
載
順
と
展
示
の
順
番
と
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。

・
掲
載
資
料
に
は
、
資
料
名
称
、
年
代
、
文
書
番
号
を
付
し
た
。
本
図
録
掲
載
資
料
は
、
す
べ
て
埼
玉
県
立
文
書
館
の
収
蔵
で
あ
る
。

・
本
書
へ
の
掲
載
に
あ
た
り
、
収
蔵
文
書
目
録
掲
載
の
資
料
名
称
を
改
め
た
場
合
が
あ
る
。

・
掲
載
写
真
は
文
書
館
職
員
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
写
真
の
縮
尺
は
同
一
で
は
な
い
。

・
資
料
の
年
号
表
記
は
、
文
書
内
容
か
ら
の
比
定
で
あ
る
場
合
は
（　

）
で
括
っ
て
い
る
。

・
本
展
は
主
席
学
芸
主
幹
新
井
浩
文
・
史
料
編
さ
ん
担
当
学
芸
員
駒
見
敬
祐
・
公
文
書
担
当
学
芸
員
青
木
裕
美
が
企
画
し
た
。
本
書
の
執
筆
は
、
第

一
章
・
コ
ラ
ム
一
・
第
三
章
・
安
保
文
書
の
世
界
を
駒
見
、
第
二
章
一
～
二
・
コ
ラ
ム
二
を
新
井
、
第
二
章
三
～
四
を
青
木
が
分
担
し
た
。

主
要
参
考
文
献

・
新
井
浩
文
『
関
東
の
戦
国
期
領
主
と
流
通
―
岩
付
・
幸
手
・

関
宿
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
年
。

・
新
井
浩
文
・
伊
藤
一
美
・
井
上
聡
校
訂
『
史
料
纂
集
古
文

書
編　

安
保
文
書
』
八
木
書
店
、
二
〇
二
二
年
。

・
池
享
『
東
国
の
戦
国
争
乱
と
地
域
権
力
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
二
年
。

・
伊
藤
一
美
『
武
蔵
武
士
団
の
一
様
態
―
安
保
氏
の
研
究
』

文
献
出
版
、
一
九
八
一
年
。

・
植
田
真
平
編
『
足
利
持
氏
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
六
年
。

・
梅
沢
太
久
夫
『
改
訂
版
武
蔵
松
山
城
主
上
田
氏
』
ま
つ
や
ま
書
房
、

二
〇
一
一
年
。

・
黒
田
基
樹
編
著
『
扇
谷
上
杉
氏
』
戎
光
祥
出
版
、

二
〇
一
二
年
。

・
黒
田
基
樹
編
著
『
山
内
上
杉
氏
』
戎
光
祥
出
版
、

二
〇
一
四
年
。

・
黒
田
基
樹
編
著
『
足
利
成
氏
と
そ
の
時
代
』
戎
光
祥
出
版
、

二
〇
一
八
年
。

・
黒
田
基
樹
編
著
『
鎌
倉
府
発
給
文
書
の
研
究
』
戎
光
祥
出
版
、

二
〇
二
〇
年
。

・
黒
田
基
樹
編
著
『
足
利
成
氏
・
政
氏
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
二
年
。

・
佐
藤
博
信
『
古
河
公
方
足
利
氏
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
八
九
年
。

・
田
辺
久
子
『
上
杉
憲
実
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
。

・
谷
口
雄
太
『
中
世
足
利
氏
の
血
統
と
権
威
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
。

・
峰
岸
純
夫
『
享
徳
の
乱　

中
世
東
国
の
「
三
十
年
戦
争
」』
講
談
社
選
書

メ
チ
エ
、
二
〇
一
七
年
。

・
森
田
真
一
『
上
杉
顕
定
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
四
年
。

・
横
浜
市
歴
史
博
物
館
『
特
別
展 

秀
吉
襲
来
』
図
録
、
一
九
九
九
年
。

・
毛
呂
山
町
『
鎌
倉
街
道
上
道
総
括
報
告
書
』
毛
呂
山
町
、
二
〇
二
二
年
。

・『
新
編
埼
玉
県
史　

通
史
編
２
中
世
』
埼
玉
県
、
一
九
八
八
年
。

・『
新
編
埼
玉
県
史　

資
料
編
５
中
世
１
』
埼
玉
県
、
一
九
八
二
年
。

・『
新
編
埼
玉
県
史　

資
料
編
６
中
世
２
』
埼
玉
県
、
一
九
八
〇
年
。

・『
埼
玉
県
史
料
叢
書　

11
』
埼
玉
県
、
二
〇
一
一
年
。

・『
埼
玉
県
史
料
叢
書　

12
』
埼
玉
県
、
二
〇
一
四
年
。
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序
章
坂
東
武
者
の
興お
こ
り

　

平
安
時
代
の
終
わ
り
頃
、
地
方
政
治
の
変
容
や
、
紛
争
の
頻
発
な
ど
の
時
代
の
変
化

を
受
け
、諸
国
で
「
武
士
」
が
登
場
す
る
。
な
か
で
も
関
東
地
方
で
生
ま
れ
た
武
士
は
、

「
坂
東
武
者
」
と
称
さ
れ
、
勇
猛
果
敢
で
知
ら
れ
た
。

　
『
平
家
物
語
』
で
は
、
下
野
国
の
武
士
足
利
忠
綱
は
、
宇
治
川
の
戦
い
に
お
い
て
、

増
水
す
る
宇
治
川
を
前
に
「
坂
東
武
者
の
習
と
し
て
、
か
た
き
を
目
に
か
け
、
河
を
へ

だ
つ
る
い
く
さ
に
、
淵
瀬
き
ら
ふ
様
や
あ
る
（
坂
東
武
者
の
習
い
と
し
て
、
敵
を
前
に

し
た
川
を
隔
て
た
戦
い
で
、川
底
の
浅
い
深
い
を
気
に
す
る
こ
と
が
あ
る
か
）」
と
言
っ

て
川
を
渡
り
き
る
勇
壮
な
坂
東
武
者
の
姿
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
や
が
て
坂
東
武
者

は
、
源
頼
朝
の
挙
兵
に
始
ま
る
鎌
倉
幕
府
の
成
立
に
貢
献
し
、「
武
家
政
権
」
誕
生
の

立
役
者
と
な
っ
て
い
く
。

　『
吾
妻
鏡
』は
、源
頼
朝
の
挙
兵
、

鎌
倉
幕
府
の
成
立
か
ら
、
宗
尊
親

王
の
京
都
送
還
ま
で
を
記
し
た
歴

史
書
で
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
研
究
の

基
本
史
料
で
は
あ
る
が
、
記
述
さ

れ
て
い
る
史
実
に
つ
い
て
は
、
執

権
北
条
氏
の
都
合
の
良
い
よ
う
に

編
集
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　『
吾
妻
鏡
』
に
は
多
く
の
坂
東

武
者
の
活
躍
が
記
さ
れ
て
い
る
。

同
書
は
江
戸
時
代
以
降
に
な
っ
て

広
く
読
ま
れ
研
究
さ
れ
た
。
そ
の

こ
と
に
よ
り
、
坂
東
武
者
の
活
躍

が
、
武
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

と
し
て
再
生
産
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
。

■
『
神
功
皇
后
縁
起
絵
巻
』（
模
本
）　
小
室
家
文
書

5706 

■

　
　
原
資
料:

室
町
時
代
　
写:

江
戸
時
代

■
『
吾
妻
鏡
』（
巻
一
）　
奥
貫
家
文
書

2944 

■

　
　

江
戸
時
代
刊

　
誉
田
八
幡
宮
（
大
阪

府
羽
曳
野
市
）
が
所

蔵
す
る
「
神
功
皇
后

縁
起
絵
巻
」
の
模
本

で
あ
る
。「
神
功
皇
后

縁
起
絵
巻
」
は
、
永

享
四
年
（
一
四
三
二
）

に
室
町
幕
府
六
代
将

軍
足
利
義
教
の
命
で

作
成
さ
れ
、
誉
田
八

幡
宮
に
奉
納
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
上
巻

に
神
功
皇
后
の
異
国

遠
征
、
下
巻
に
応
神

天
皇
が
八
幡
大
菩
薩

と
し
て
化
身
す
る
霊

験
譚
を
描
く
。

　
絵
巻
の
内
容
は
、

『
日
本
書
紀
』
時
代
の

も
の
で
は
あ
る
が
、

描
か
れ
て
い
る
武
者

の
軍
装
や
風
俗
は
、

絵
巻
が
作
成
さ
れ
た

室
町
時
代
の
も
の
が

基
準
と
な
っ
て
い
る
。

中
世
武
士
の
勇
壮
な

姿
を
想
像
さ
せ
る
も

の
と
い
え
る
。

2



第
一
章
鎌
倉
公
方
と
東
国
社
会

　

元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）、
隆
盛
を
誇
っ
た
鎌
倉
幕
府
が
、
後
醍
醐

天
皇
の
挙
兵
に
よ
っ
て
滅
亡
し
た
。
公
家
一
統
の
世
の
中
を
目
指
し
た

後
醍
醐
天
皇
は
、
公
家
を
中
心
と
し
た
政
治
（
建
武
の
新
政
）
を
行
っ

た
が
、
後
に
鎌
倉
討
幕
に
功
績
の
あ
っ
た
足
利
尊
氏
を
中
心
と
し
た
、

武
家
政
権
を
望
む
武
士
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
、
京
都
を
政
権
所
在
地
と

す
る
室
町
幕
府
が
成
立
す
る
。
一
方
、東
国
に
は
、武
家
の
古
都
と
な
っ

た
鎌
倉
を
拠
点
に
し
て
、
足
利
氏
の
一
族
で
あ
る
関
東
足
利
氏
を
頂
点

（
鎌
倉
公
方
）
と
す
る
鎌
倉
府
が
置
か
れ
、
東
国
を
統
治
し
て
い
く
こ

と
と
な
る
。

一
―
一
　
足
利
政
権
の
誕
生

　

建
武
二
年
（
一
三
三
五
）、
北
条

時
行
が
建
武
政
権
に
対
し
て
挙
兵

し
鎌
倉
を
陥
れ
る
と
、
足
利
尊
氏
は

後
醍
醐
天
皇
の
許
し
を
得
ず
に
鎌

倉
に
下
向
し
て
時
行
を
破
り
、
そ
の

ま
ま
鎌
倉
に
留
ま
っ
て
建
武
政
権

に
背
い
た
。
尊
氏
の
離
反
は
多
く
の

武
士
に
支
持
さ
れ
、
や
が
て
尊
氏
は

後
醍
醐
天
皇
を
破
り
、
持
明
院
統
の

光
厳
天
皇
を
奉
じ
て
征
夷
大
将
軍

と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
征
夷
大
将
軍
の
地
位
は

尊
氏
の
子
孫
に
継
承
さ
れ
て
い
く
。

こ
こ
に
、
足
利
氏
を
頂
点
と
す
る
政

権
、
室
町
幕
府
が
誕
生
し
た
。

■
　
足
利
尊
氏
御
教
書　
法
華
寺
文
書
2 

■

　
　
建
武
元
年
（
1
3
3
4
）
2
月
6
日

■
　
後
醍
醐
天
皇
綸
旨　
法
華
寺
文
書
1 

■

　
　
元
弘
3
年
（
1
3
3
3
）
12
月
12
日

■
　
足
利
氏
略
系
図
　
■

　
建
武
政
権
下
で
武
蔵
国
司
だ
っ
た

足
利
尊
氏
が
、
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
の
履

行
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
尊
氏
は
後

醍
醐
天
皇
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
鎌

倉
幕
府
を
倒
す
働
き
を
み
せ
、
当
初
は

建
武
政
権
で
も
重
用
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
尊
氏
は
後
に
後
醍
醐
天
皇

に
背
く
と
、
持
明
院
統
の
光
厳
上
皇
を

奉
じ
、
延
元
三
年
（
一
三
三
八
）
に
征

夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
て
、
室
町
幕
府

を
成
立
さ
せ
る
。

　
後
醍
醐
天
皇
が
、法
華
寺
（
さ

い
た
ま
市
岩
槻
区
）
の
寺
領
を

安
堵
し
た
綸
旨
で
あ
る
。
宿し

ゅ
く

紙し

と
言
わ
れ
る
漉
き
返
し
紙
に

書
か
れ
て
い
る
。
後
醍
醐
天
皇

は
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
に

鎌
倉
幕
府
を
倒
し
て
建
武
の
新

政
と
呼
ば
れ
る
公
家
一
統
の
政

治
を
行
っ
た
が
、
足
利
尊
氏
を

中
心
と
す
る
武
家
の
離
反
に
遭

い
、
二
年
で
建
武
政
権
は
崩
壊

し
た
。
後
に
後
醍
醐
天
皇
が
吉

野
（
奈
良
県
）
に
逃
れ
た
こ
と

で
、
約
六
〇
年
に
及
び
南
北
に

天
皇
が
並
立
す
る
南
北
朝
時
代

が
始
ま
る
。

B a n d o  m u s h a ' s  w a y  o f  l i f e

3

1足
利
尊
氏

※ 

数
字
は
将
軍

　
丸
数
字
は
鎌
倉
公
方

　
ロ
ー
マ
数
字
は
古
河
公
方

2義
詮

①基
氏

②氏
満

③満
兼

④持
氏

⑤成
氏

Ⅱ政
氏

Ⅲ高
基
Ⅳ晴
氏
Ⅴ義
氏

3義
満

4義
持

6義
教

7義
勝

9義
尚

8義
政

10義
植

14義
栄

11義
澄

12義
晴

13義
輝

15義
昭

堀
越
公
方
政
和

佐
々
川
公
方

満
直

稲
村
公
方

満
貞

義
視

義
維

義
嗣

満
隆

持
仲

持
仲

義
久

安
王
丸

春
王
丸

輝
氏
藤
氏

5義
重

Ⅰ



一
―
二
　「
鎌
倉
殿
」
の
室
町
時
代

 　
「
鎌
倉
殿
」
と
は
、
鎌
倉
を
政
権
の
所
在
地
と
す
る
権
力
者
を
指
す
言
葉
で

あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
「
鎌
倉
殿
」
は
、
源
頼
朝
以
来
の
鎌
倉
幕
府
将
軍
の
こ
と

を
指
し
て
い
る
。
室
町
時
代
に
な
る
と
、
政
権
の
所
在
地
は
京
都
へ
と
遷
り
、

そ
の
中
で
足
利
将
軍
家
の
最
高
権
力
者
は
、
そ
の
居
宅
地
に
ち
な
ん
で
「
室
町

殿
」
と
称
さ
れ
た
。

　

一
方
、
室
町
時
代
の
鎌
倉
に
は
、
足
利
尊
氏
の
四
男
基
氏
か
ら
始
ま
る
関
東

足
利
氏
を
頂
点（
鎌
倉
公
方
）と
す
る
、「
鎌
倉
府
」と
い
う
統
治
機
関
が
置
か
れ
、

東
国
の
支
配
を
行
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
室
町
時
代
に
は
鎌
倉
公
方
の
こ
と

を
「
鎌
倉
殿
」
と
称
し
た
の
で
あ
る
。

■
　
足
利
基
氏
御
教
書　
安
保
文
書
9 

■

　
　
貞
治
2
年
（
1
3
6
3
）
12
月
22
日

■
　
足
利
氏
満
御
教
書　
安
保
文
書
10 

■

　
　
永
徳
元
年
（
1
3
8
1
）
11
月
22
日

■
　
足
利
持
氏
御
教
書　
清
河
寺
文
書
1 

■

　
　
応
永
29
年
（
1
4
2
2
）
閏
10
月
7
日

　
初
代
鎌
倉
公
方
足
利
基
氏

が
、
武
蔵
国
賀
美
郡
の
武
士

安
保
泰
規
へ
対
し
、
安
保
郷

（
現
神
川
町
）
な
ど
の
所
領

を
元
の
よ
う
に
知
行
す
る
こ

と
を
安
堵
し
た
も
の
で
あ
る
。

基
氏
は
尊
氏
の
四
男
で
、
貞

和
五
年
（
一
三
四
九
）
九
月
に

一
○
歳
で
鎌
倉
に
入
り
、
初
代

鎌
倉
公
方
と
な
っ
た
。
室
町

幕
府
の
拠
点
は
京
都
と
な
っ

た
が
、
鎌
倉
は
前
政
権
以
来

の
武
家
に
と
っ
て
重
要
な
拠

点
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
足
利

尊
氏
は
、
自
身
の
子
を
鎌
倉

に
置
く
こ
と
で
、
坂
東
武
者

た
ち
を
率
い
て
関
東
を
統
治

し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
二
代
鎌
倉
公
方
足
利
氏
満

が
安
保
憲
光
に
対
し
、
父
の

安
保
泰
規
旧
領
の
半
分
を
以

前
の
と
お
り
知
行
す
る
こ
と

を
安
堵
し
た
も
の
で
あ
る
。

足
利
氏
満
は
基
氏
の
嫡
男
で
、

貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
に

父
基
氏
が
没
し
た
後
に
、
鎌

倉
公
方
と
な
っ
た
。
氏
満
の

代
に
、
鎌
倉
府
は
、「
小
山
義

政
の
乱
」や「
小
田
孝
朝
の
乱
」

な
ど
東
国
の
有
力
豪
族
の
反

乱
を
平
定
し
、
そ
の
支
配
体

制
を
確
立
し
て
い
く
。

　
四
代
鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
が
、
清

河
寺
（
さ
い
た
ま
市
西
区
）
へ
所
領
を

寄
進
す
る
と
と
も
に
、
寺
を
鎌
倉
府

の
祈
願
寺
と
す
る
こ
と
を
伝
え
た
も

の
で
あ
る
。
持
氏
は
、
青
年
期
に
前

関
東
管
領
上
杉
禅
秀
に
よ
る
反
乱
（
上

杉
禅
秀
の
乱
）
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
後
、
敵
対
的
な
勢
力
を
徹
底
的
に

追
討
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
が
幕
府
と

の
摩
擦
を
生
み
、
さ
ら
に
持
氏
も
将
軍

の
地
位
を
望
ん
だ
と
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
幕
府
と
対
立
す
る
。
永
享
十
一
年

（
一
四
三
九
）、
幕
府
の
討
伐
を
受
け
た

持
氏
は
、
敗
れ
て
自
害
す
る
。

4



一
―
三
　
古
河
公
方
の
権
威

　

享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
十
二
月
、
五
代
鎌
倉
公
方
足
利
成
氏
は
、
関
東
管

領
上
杉
憲
忠
を
謀
殺
し
、
上
杉
家
と
戦
闘
状
態
に
入
っ
た
。
室
町
幕
府
は
上
杉

氏
を
支
援
し
、
成
氏
追
討
の
軍
勢
を
関
東
に
送
っ
た
（
享
徳
の
乱
）。
戦
い
の

中
で
成
氏
は
下
総
国
古
河
（
現
茨
城
県
古
河
市
）
に
拠
点
を
置
い
た
た
め
、
こ

れ
以
降
の
公
方
を
「
古
河
公
方
」
と
称
し
て
い
る
。

　

享
徳
の
乱
以
降
、
関
東
各
地
で
戦
乱
が
恒
常
化
し
、
時
代
は
戦
国
乱
世
へ
向

か
っ
て
い
く
。
し
か
し
そ
の
中
で
も
、古
河
公
方
は
数
々
の
戦
い
に
お
い
て
キ
ー

マ
ン
と
な
り
、
権
威
の
象
徴
と
し
て
存
在
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

■
　
足
利
晴
氏
書
状　
安
保
文
書
34 

■

　
　（
年
未
詳
）
4
月
10
日

■
　
足
利
成
氏
感
状　
安
保
文
書
19 

■

　
　（
年
未
詳
）
3
月
23
日

　
四
代
古
河
公
方
足
利
晴
氏
が
下
総
国
高
柳
（
現
久
喜

市
）
へ
移
座
し
た
際
に
、
安
保
泰
忠
が
挨
拶
を
し
た
こ

と
を
、
晴
氏
が
謝
し
た
も
の
で
あ
る
。
晴
氏
は
三
代
古

河
公
方
足
利
高
基
の
嫡
子
で
、
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）

に
父
と
の
争
い
に
勝
っ
て
家
督
を
継
ぐ
。
こ
の
頃
、
小
田

原
北
条
氏
が
武
蔵
国
に
ま
で
勢
力
を
伸
ば
し
、
晴
氏
は

北
条
氏
綱
の
娘
（
芳
春
院
）
を
室
に
迎
え
る
。
し
か
し
、

天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
の
両
上
杉
氏
対
北
条
氏
の
戦

い（
河
越
合
戦
）で
晴
氏
は
両
上
杉
氏
に
味
方
し
た
た
め
、

戦
後
、
北
条
氏
と
の
関
係
は
疎
遠
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
安
保
氏
泰
が
、
秩
父
郡

の
権
益
に
つ
い
て
初
代
古

河
公
方
の
足
利
成
氏
か
ら

安
堵
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

成
氏
は
四
代
鎌
倉
公
方
足

利
持
氏
の
子
で
、
永
享
の

乱
の
後
は
信
濃
国
に
逃
れ
、

再
起
の
と
き
を
待
っ
て
い

た
。文
安
四
年（
一
四
四
七
）

に
五
代
鎌
倉
公
方
と
な
っ

て
鎌
倉
に
入
る
が
、
享
徳

三
年
（
一
四
五
四
）
十
二

月
に
関
東
管
領
上
杉
憲
忠

を
殺
害
。
こ
れ
を
契
機
に
、

成
氏
は
幕
府
と
も
対
立
し
、

関
東
は
戦
国
時
代
へ
と
突

入
す
る
。
そ
の
後
、
成
氏

は
下
総
国
古
河
へ
移
り
、

以
降
そ
の
子
孫
は
古
河
を

拠
点
と
し
た
。

　
二
代
古
河
公
方
足
利
政
氏
が
、
長
春
院
殿
（
足
利

持
氏
）
の
御
牌
所
と
し
て
、
龍
興
寺
（
加
須
市
）
の

寺
領
を
安
堵
す
る
こ
と
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
政

氏
は
成
氏
の
嫡
男
で
あ
る
。
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）

に
は
じ
ま
る
山
内
・
扇
谷
両
上
杉
氏
の
対
立
で
は
、

最
初
は
扇
谷
上
杉
氏
、
次
い
で
山
内
上
杉
氏
方
に
味

方
し
た
。
政
氏
の
代
か
ら
古
河
公
方
は
権
威
の
象
徴

と
し
て
諸
将
に
擁
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
後
に
子
息
の
高
基
と
争
い
と
な
り
（
永
正

の
乱
）、
敗
れ
て
甘
棠
院
（
久
喜
市
）
に
隠
遁
す
る
。

■
　
足
利
政
氏
安
堵
状　
龍
興
寺
文
書
1 

■

　
　（
年
未
詳
）
7
月
3
日

B a n d o  m u s h a ' s  w a y  o f  l i f e
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一
―
四
　
関
東
管
領
上
杉
氏

　

関
東
管
領
は
、
鎌
倉
府
の
ナ
ン
バ
ー
２
と
し
て
鎌
倉
公
方
を
補
佐
す
る
職
で

あ
る
。
代
々
上
杉
氏
一
族
が
就
任
し
、
十
五
世
紀
半
ば
以
降
は
、
山
内
上
杉
氏

が
世
襲
し
た
。
鎌
倉
府
の
職
で
あ
り
な
が
ら
、
山
内
上
杉
氏
は
京
都
の
室
町
幕

府
と
の
繋
が
り
を
強
め
、
後
に
幕
府
と
対
立
し
た
鎌
倉
公
方
と
敵
対
関
係
と

な
っ
て
い
く
。

　

五
代
鎌
倉
公
方
足
利
成
氏
が
関
東
管
領
上
杉
憲
忠
を
謀
殺
し
た
こ
と
に
端
を

発
す
る
享
徳
の
乱
以
降
、
関
東
は
戦
国
時
代
へ
と
突
入
す
る
が
、
こ
れ
以
降
も
、

公
方
と
関
東
管
領
は
関
東
の
主
役
で
あ
り
続
け
る
。
十
六
世
紀
半
ば
、
山
内
上

杉
憲
政
は
小
田
原
北
条
氏
と
の
対
決
に
敗
れ
て
越
後
国
に
逃
れ
、
上
杉
氏
の
名

跡
と
関
東
管
領
職
を
越
後
国
の
長
尾
景
虎
へ
と
譲
る
。後
の
上
杉
謙
信
で
あ
る
。

■
　
上
杉
憲
実（
長
棟
）書
状　
安
保
文
書
18 

■

　
　（
嘉
吉
元
年
〈
1
4
4
1
〉）
12
月
26
日

■
　
上
杉
顕
定
書
状　
文
書
館
収
集
赤
堀
文
書
2 

■

　
　
長
享
2
年
（
1
4
8
8
）
2
月
9
日

■
　
上
杉
憲
政
書
状　
文
書
館
収
集
赤
堀
文
書
1 

■

　
　（
天
文
15
〈
1
5
4
6
〉
年
）
4
月
27
日

　
関
東
管
領
の
山
内
上
杉

憲
実
が
、
安
保
泰
規
に
対

し
て
、
戦
陣
に
と
ど
ま
っ

て
戦
っ
て
い
る
こ
と
を
謝

し
た
も
の
で
あ
る
。
憲
実

は
越
後
上
杉
氏
か
ら
山
内

上
杉
氏
へ
養
子
に
入
り
、

関
東
管
領
の
職
を
継
い
だ
。

永
享
十
一
年（
一
四
三
九
）、

憲
実
は
四
代
鎌
倉
公
方
足

利
持
氏
と
対
立
。
幕
府
は

憲
実
を
支
援
し
て
関
東
に

軍
勢
を
送
り
、
持
氏
を
討

伐
し
た
（
永
享
の
乱
）。
憲

実
は
学
問
に
も
造
詣
が
深

く
、
足
利
学
校
（
栃
木
県

足
利
市
）
を
再
興
し
た
人

物
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

　
関
東
管
領
の
山
内
上
杉
顕
定
が
、
長
尾
景
春
と
の
戦
闘
に
お

け
る
、赤
堀
上
野
介
の
働
き
を
賞
し
た
も
の
で
あ
る
。顕
定
の
代
、

文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
に
山
内
上
杉
氏
の
重
臣
長
尾
景
春
が

反
乱
を
起
こ
し
た
（
長
尾
景
春
の
乱
）。
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し

て
山
内
上
杉
氏
と
古
河
公
方
足
利
成
氏
と
の
和
睦
が
成
立
す
る
。

な
お
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
に
は
、
同
族
の
扇
谷
上
杉
氏
と

対
立
し
（
長
享
の
乱
）、
以
降
、
関
東
は
古
河
公
方
と
山
内
・
扇

谷
上
杉
氏
が
離
合
集
散
を
繰
り
返
す
複
雑
な
情
勢
と
な
る
。

　
関
東
管
領
の
山
内
上
杉
憲
政
が
、
河
越
合
戦
で
討
死
し
た

赤
堀
上
野
介
の
娘
に
対
し
、
そ
の
家
督
継
承
を
認
め
た
も
の

で
あ
る
。
女
性
宛
の
書
状
の
た
め
、仮
名
で
書
か
れ
て
い
る
。

憲
政
の
代
、
山
内
上
杉
氏
は
勢
力
を
拡
大
し
た
小
田
原
北
条

氏
と
武
蔵
国
各
地
で
争
い
を
繰
り
広
げ
た
。
憲
政
は
扇
谷
上

杉
氏
と
和
睦
し
、
天
文
十
四
年
（
一
五
四
五
）
に
古
河
公
方

足
利
晴
氏
を
も
擁
し
て
北
条
氏
の
河
越
城
を
攻
め
た
が
、
翌

年
四
月
に
北
条
氏
康
の
猛
攻
を
う
け
て
大
敗
を
喫
し
た
。
そ

の
後
、
憲
政
は
北
条
氏
に
対
抗
す
る
た
め
越
後
国
に
逃
れ
、

長
尾
景
虎
（
上
杉
謙
信
）
を
頼
る
こ
と
と
な
る
。
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コ
ラ
ム
一
　
ま
ち
と
人
を
つ
な
ぐ
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
鎌
倉
街
道
と
は
～

　
「
鎌
倉
街
道
」
と
は
、
鎌
倉
を
拠
点
と
し
て
各
地
へ
延
び

る
中
世
の
古
道
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
鎌
倉
か

ら
武
蔵
府
中
（
東
京
都
府
中
市
）
を
通
り
、
武
蔵
国
の
ほ

ぼ
中
央
部
を
縦
断
し
て
、上
野
国
・
信
濃
国
へ
と
向
か
う「
上

道
」
と
、武
蔵
国
の
東
部
を
抜
け
て
下
野
国
に
向
か
う
「
中

道
」、
そ
し
て
中
道
か
ら
分
か
れ
武
蔵
国
南
部
か
ら
下
総
国

へ
抜
け
、
常
陸
国
・
奥
州
へ
と
続
く
「
下
道
」
が
代
表
的

な
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
。
街
道
沿
い
に
は
宿
場
が
発
達

し
、
人
や
モ
ノ
が
行
き
交
い
、
時
に
は
軍
勢
の
進
軍
ル
ー

ト
と
な
り
、合
戦
の
舞
台
と
も
な
っ
た
。
た
だ
し
、こ
の「
鎌

倉
街
道
」
と
い
う
名
称
は
、
中
世
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
近
世
・
近
代
に
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

「
古
道
」の
総
称
と
し
て
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

当
時
の
主
要
街
道
に
つ
い
て
も
、
鎌
倉
・
室
町
・
戦
国
と
、

時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
る
。
関
東
各
地
に
「
鎌
倉
街

道
」
の
伝
承
が
残
る
の
は
、時
代
と
と
も
に
変
動
す
る
「
鎌

倉
街
道
」
の
実
態
に
起
因
す
る
と
い
え
る
。

　

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
六
月
十
七
日
、
国
の
文
化
審

議
会
は
毛
呂
山
町
に
あ
る
「
鎌
倉
街
道
上
道
」
の
一
部
区

間
を
、
国
指
定
の
史
跡
と
す
る
よ
う
答
申
し
た
。
毛
呂
山

町
で
は
長
年
に
わ
た
っ
て
鎌
倉
街
道
遺
跡
の
調
査
と
、
景

観
の
保
全
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
地
域
に
お
け
る

保
存
活
動
が
、
今
回
の
答
申
の
評
価
に
つ
な
が
っ
た
。
街

道
に
隣
接
す
る
堂
山
下
遺
跡
は
、
中
世
に
鎌
倉
街
道
沿
い

に
興
っ
た
苦
林
宿
の
跡
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

街
道
の
側
溝
や
常
滑
産
の
大
甕
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

斎藤慎一『中世を道から読む』（講談社現代新書、2010 年）157 頁所載図を元に作成。

■
　
鎌
倉
街
道
概
要
図  

■

B a n d o  m u s h a ' s  w a y  o f  l i f e

7



第
二
章
戦
国
争
乱
と
坂
東
武
者

　

享
徳
の
乱
以
降
、
関
東
で
は
古
河
公
方
と
関
東
管
領
上
杉
氏
の
戦
い
が
続
く
中
で
突
如
と
し
て
、

長
尾
景
春
の
乱
が
勃
発
し
た
。
坂
東
武
者
た
ち
の
中
に
は
、
景
春
に
与
し
た
者
も
み
ら
れ
た
が
、
乱

は
扇
谷
上
杉
氏
の
家
宰
太
田
道
灌
の
活
躍
に
よ
り
鎮
圧
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
山
内
・
扇
谷
両
上
杉
氏

が
対
立
し
た
長
享
の
乱
を
経
て
、
関
東
は
再
び
古
河
公
方
と
両
上
杉
氏
の
勢
力
下
に
置
か
れ
る
が
、

こ
の
均
衡
を
打
ち
破
っ
た
の
が
伊
豆
の
堀
越
公
方
を
滅
ぼ
し
、
相
模
を
勢
力
下
に
置
い
た
小
田
原
北

条
氏
で
あ
る
。
や
が
て
坂
東
武
者
た
ち
は
新
勢
力
の
北
条
氏
に
翻
弄
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

二
―
一
　
北
条
氏
の
時
代

　

初
代
伊
勢
宗
瑞
（
北
条
早
雲
）
に
始
ま
る

小
田
原
北
条
氏
は
、
以
後
、
二
代
氏
綱
・
三
代

氏
康
・
四
代
氏
政
・
五
代
氏
直
と
続
い
て
い
く
。

こ
の
間
、
氏
綱
の
時
に
扇
谷
上
杉
氏
の
拠
点
で

あ
っ
た
江
戸
城
・
河
越
城
を
攻
略
し
て
い
る
。

氏
康
の
代
に
は
、
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）

の
河
越
合
戦
に
お
い
て
、
古
河
公
方
足
利
晴
氏

や
山
内
・
扇
谷
両
上
杉
氏
を
撃
破
し
、
武
蔵

国
に
お
け
る
支
配
を
不
動
の
も
の
と
し
た
。
し

か
し
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）、
越
後
の
長

尾
景
虎
（
上
杉
謙
信
）
に
よ
る
関
東
越
山
で
状

況
は
一
変
し
、
以
後
、
関
東
で
は
、
上
杉
・
北

条
に
よ
る
戦
い
に
、
甲
斐
国
の
武
田
信
玄
を
加

え
、
戦
乱
の
世
が
続
い
て
い
く
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
、
県
域
内
に
拠
点
を
置
く

岩
付
太
田
氏
や
忍
成
田
氏
、
松
山
上
田
氏
ら
の

国
衆
と
呼
ば
れ
る
武
将
た
ち
は
、
北
条
・
上
杉
・

武
田
の
動
向
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
も
、
独
自
の
領

域
支
配
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

■
　
永
禄
3
年
　
長
尾
景
虎
（
上
杉
謙
信
）
進
攻
図
　
■

　
　（
池
享
『
東
国
の
戦
国
争
乱
と
地
域
権
力
』
一
○
八
頁
所
載
図
を
元
に
作
成
）

■
　
北
条
氏
康
判
物　
斎
藤（
古
）家
文
書
1 

■

　
　（
永
禄
4
年
〈
1
5
6
1
〉）
10
月
17
日

　
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
の
長
尾
景
虎
の
関
東
越
山
に
よ
り
、
旧
上
杉
氏
支
配
の
武
将

た
ち
が
長
尾
方
に
寝
返
り
、
各
地
で
北
条
氏
と
の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
本
文
書
は
、

秩
父
大
宮
（
秩
父
市
）
で
行
わ
れ
た
合
戦
（
秩
父
一
乱
）、
及
び
三
沢
谷
（
現
皆
野
町
）
に

お
け
る
斎
藤
八
右
衛
門
尉
の
戦
功
を
賞
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
前
月
の
九
月
八
日
に
は
、
後
の
鉢
形
城
主
と
な
る
乙
千
代
丸
か
ら
の
判
物
が
斎
藤

新
四
郎
（
八
右
衛
門
の
子
か
）
に
出
さ
れ
て
お
り
（
斎
藤（
古
）家
文
書
2
）、
秩
父
地
域

は
反
北
条
勢
力
に
よ
り
、
混
乱
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
本
文
書
は
年
未
詳
だ
が
、

内
容
か
ら
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
閏
三
月
に
長
尾
景
虎
が
越
後
に
帰
国
し
た
こ
と
に
よ

り
北
条
氏
が
反
転
攻
勢
に
及
び
、
同
年
十
二
月
の
高
松
城
（
皆
野
町
）
開
城
に
至
る
間
に

出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

8
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■
　
北
条
家
朱
印
状　
明
星
院
文
書
4 

■

　
　
天
正
2
年
（
1
5
7
4
）
9
月
10
日

印
判
部
分
（
拡
大
）

　
小
田
原
北
条
氏
は
、
独
自
の
印
判
を
用
い
て
北
条
領
国
内
の
支

配
を
展
開
し
た
。
上
部
に
虎
を
配
置
し
た
こ
の
印
判
は
、
小
田
原

北
条
氏
当
主
の
み
が
使
用
し
た
。
本
文
書
の
内
容
は
、
閼あ

伽か

井い

坊ぼ
う

に
対
す
る
目
安
（
訴
訟
文
書
）
が
内
田
新
二
郎
か
ら
出
さ
れ
た
の

に
対
し
て
、閼
伽
井
坊
か
ら
も
同
じ
く
相
目
安
が
出
さ
れ
た
た
め
、

そ
の
裁
定
結
果
を
評
定
衆
の
山
角
康
定
が
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。

結
果
は
、
前
岩
付
城
主
太
田
氏
資
（
道
也
）
の
証
文
が
証
拠
書
類

と
し
て
認
め
ら
れ
、
閼
伽
井
坊
が
勝
訴
し
て
い
る
。

■
　
北
条
氏
照
朱
印
状　
北
野
天
神
社
文
書

1953 

■

　
　
永
禄
10
年
（
1
5
6
7
）
9
月
17
日

　
北
条
氏
照
は
、
北
条
氏
康
の
子
で
、
武
蔵
国
多
摩
郡
由
井

郷
（
現
東
京
都
八
王
子
市
）
の
領
主
由
井
氏
の
名
跡
を
継
ぐ
、

そ
の
後
、
武
蔵
国
守
護
代
大
石
氏
の
養
子
と
な
り
、
滝
山
城

主
（
同
）
と
し
て
、
そ
の
支
配
領
域
を
継
承
し
た
。
氏
照
も

ま
た
、
支
城
主
と
し
て
小
田
原
本
城
主
の
虎
印
判
と
は
異
な

る
独
自
の
印
判
を
使
用
し
て
滝
山
領
内
支
配
を
行
っ
た
。

　
こ
の
朱
印
状
は
、
入
間
郡
宮
寺
郷
（
現
入
間
市
・
所
沢
市
）

志
村
分
に
検
地
を
実
施
し
た
結
果
に
つ
い
て
、
そ
の
年
貢
額

の
徴
収
を
代
官
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
に
岩
付
城
主
太
田
氏
資
が
三

船
山
合
戦
で
戦
死
し
た
。
岩
付
城
と
そ
の
支
配
領
域
岩
付

領
は
、
北
条
氏
の
直
轄
支
配
下
と
な
り
、
城
代
と
し
て
北

条
綱
成
が
入
っ
た
。
そ
の
後
、
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）

か
ら
北
条
氏
房
が
入
城
す
る
ま
で
の
間
、
こ
の
氏
政
印
判

に
よ
る
支
配
が
岩
付
領
内
で
行
わ
れ
る
。
内
容
は
、
道
祖

土
図
書
助
に
対
し
て
、
参
陣
に
際
し
て
の
軍
装
備
に
つ
い

て
命
じ
た
着
到
状
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
印
判
使
用
者
を

太
田
氏
の
後
継
者
で
早
世
し
た
太
田
源
五
郎
（
氏
政
二
男
）

と
す
る
説
も
あ
る
。

■
　
北
条
氏
政
朱
印
状　
道
祖
土
家
文
書
9 

■

　
　
天
正
9
年
（
1
5
8
1
）
7
月
8
日
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北
条
氏
邦
と
鉢
形
領
支
配

　

北
条
氏
邦
は
、
北
条
氏
康
の
子
で
、
武
蔵
武
士
で
秩
父
・
鉢

形
地
域
に
勢
力
を
有
す
る
藤
田
氏
の
養
子
と
な
り
、
そ
の
支
配

領
域
を
継
承
し
た
。
氏
邦
は
鉢
形
城
主
と
し
て
そ
の
支
配
に
あ

た
る
と
と
も
に
、
小
田
原
北
条
氏
の
上
野
・
甲
信
越
方
面
進
出

の
重
責
を
担
っ
た
。
ま
た
、永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）、北
条・

上
杉
と
の
「
越
相
一
和
」
の
際
に
は
、
兄
氏
照
と
と
も
に
独
自

の
和
平
交
渉
を
行
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　

氏
邦
は
、
幼
名
を
「
乙
千
代
丸
」「
乙
千
代
」
と
言
い
、
永

禄
七
年
（
一
五
六
四
）
頃
に
、
氏
邦
と
名
乗
っ
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
兄
の
氏
照
と
同
様
に
、
上
部
に
象
と
獅
子
を
配
し
た
独
自

の
印
判
を
使
用
し
て
鉢
形
領
内
の
支
配
を
行
っ
た
。

■
　
乙
千
代
書
状　
逸
見
家
文
書
9 

■

　
　（
永
禄
5
年
〈
1
5
6
2
〉）
4
月
2
日

■
　
北
条
氏
邦
朱
印
状　
斎
藤（
古
）家
文
書
3 

■

　
　
永
禄
7
年
（
1
5
6
4
）
6
月
18
日

■
　
北
条
氏
邦
感
状　
井
上（
友
）家
文
書（
個
人
蔵
） 

■

　
　（
永
禄
12
年
〈
1
5
6
9
〉）
2
月
26
日

　
北
条
氏
邦
の
幼
名
乙
千
代
時
代
の
文
書
で
あ
る
。

内
容
は
、長
尾
景
虎
の
関
東
越
山
に
際
し
て
起
こ
っ

た
、
反
北
条
勢
力
に
よ
る
「
秩
父
一
乱
」
の
鎮
圧

に
功
績
の
あ
っ
た
用
土
新
左
衛
門
尉
に
対
し
て
、

今
後
の
対
応
等
に
つ
い
て
指
示
し
た
文
書
で
あ
り
、

永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
氏
邦
は
、書
状
の
中
で
、用
土
氏
に
対
し
て
、「
秩

父
一
乱
」
で
高
松
城
（
皆
野
町
）
に
立
て
籠
も
り

北
条
氏
に
抵
抗
し
た
「
高
松
衆
」
の
処
分
に
つ
い

て
も
触
れ
て
お
り
、
懐
柔
策
を
も
っ
て
対
応
し
た

結
果
、
領
内
支
配
が
穏
便
に
進
め
ら
れ
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
る
。

　
本
朱
印
状
は
、
北
条
氏

邦
に
よ
る
印
判
使
用
の
初

出
文
書
で
あ
る
。
内
容

は
、
斎
藤
八
右
衛
門
が
、

以
前
に
北
条
氏
か
ら
約
束

さ
れ
た
三
沢
谷
（
現
皆
野

町
）
二
十
貫
文
の
土
地
に

つ
い
て
、
そ
の
通
り
与
え

ら
れ
て
い
な
い
と
訴
え
た

こ
と
に
対
し
、
氏
邦
が
そ

の
不
備
を
認
め
た
も
の
で

あ
る
。
現
段
階
で
は
宛
行

う
土
地
が
無
い
た
め
、
当

面
の
措
置
と
し
て
綿
役
四

把
分
を
赦
免
す
る
こ
と
を

伝
え
て
い
る
。

　
綿
役
と
は
、
養
蚕
に

伴
っ
て
産
出
さ
れ
る
真
綿

に
か
か
る
役
分
と
考
え

ら
れ
、「
公
方
綿
」
と
あ

る
。
こ
れ
は
小
田
原
本
城

主
の
用
で
買
い
上
げ
ら
れ

る
真
綿
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
斎
藤
氏
が
代
官
的
な

立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
な
お
、
本
朱

印
状
の
斎
藤
氏
の
訴
え
に

よ
る
所
領
配
分
が
正
し

く
履
行
さ
れ
る
の
は
、
元

亀
三
年
（
一
五
七
二
）
七

月
二
十
六
日
の
氏
邦
朱

印
状
（
斎
藤（
古
）家
文
書

6
）
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

　
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
十
二
月
、
武

田
信
玄
は
、
こ
れ
ま
で
武
田
・
北
条
・
今
川

の
三
氏
で
結
ば
れ
て
い
た
「
甲
相
駿
三
国
同

盟
」
を
一
方
的
に
破
棄
し
て
、
今
川
領
国
に

侵
攻
し
た
。
こ
の
た
め
、
北
条
氏
邦
は
今
川

方
の
援
軍
と
し
て
、
駿
河
国
に
出
陣
し
た
。

本
文
書
は
、
そ
の
際
に
興
津
城
（
静
岡
県
静

岡
市
）
に
お
け
る
合
戦
に
参
加
し
、
敵
一
人

を
打
ち
取
っ
た
井
上
雅
樂
介
に
対
し
て
、
氏

邦
か
ら
出
さ
れ
た
感
状
で
あ
る
。

　
な
お
、
氏
邦
の
花
押
は
、
多
少
の
変
化
は

あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
こ
の
形
を
晩
年
ま

で
踏
襲
す
る
。
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二
―
二
　
な
や
め
る
武
蔵
の
武
将
た
ち

　

戦
国
時
代
、
古
河
公
方
や
両
上
杉
氏
、
そ
し
て

北
条
・
上
杉
・
武
田
の
群
雄
割
拠
の
動
き
の
中
で
、

そ
の
支
配
を
め
ぐ
っ
て
い
わ
ゆ
る
国
衆
と
呼
ば

れ
る
戦
国
領
主
た
ち
は
、
自
ら
の
支
配
地
を
守
る

た
め
、
各
戦
国
大
名
の
間
で
服
従
と
離
反
を
繰
り

返
し
な
が
ら
独
自
の
支
配
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

　

中
で
も
、
岩
付
城
主
太
田
氏
・
松
山
城
主
上
田

氏
・
忍
城
主
成
田
氏
が
形
成
し
た
岩
付
領
・
松

山
領
・
忍
領
は
、
近
世
以
降
の
地
域
呼
称
と
し

て
名
称
が
残
る
と
と
も
に
、
江
戸
幕
府
の
村
落

支
配
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
。

岩
付
太
田
氏
　
～
太
田
資
正
・
梶
原
政
景
～

　

岩
付
太
田
氏
は
、
扇
谷
上
杉
氏
の
重
臣
太
田
道
灌

を
祖
と
す
る
一
族
で
、
初
代
太
田
資
家
・
二
代
資
頼
・

三
代
全
鑑
（
資
時
）・四
代
資
正・五
代
氏
資
と
続
く
。

河
越
合
戦
で
は
、
全
鑑
が
北
条
方
に
寝
返
り
、
資

正
と
兄
弟
で
袂
を
分
か
っ
た
。
そ
の
後
、
資
正
が
岩

付
城
主
の
時
、
上
杉
謙
信
の
越
山
で
北
条
か
ら
離
反

し
、
一
貫
し
て
反
北
条
の
立
場
を
貫
く
が
、
永
禄
七

年
（
一
五
六
四
）
に
長
男
の
氏
資
に
よ
り
、
二
男
梶

原
政
景
と
と
も
に
岩
付
城
を
追
放
さ
れ
、
以
後
、
岩

付
城
は
北
条
方
と
な
る
。
一
方
、
常
陸
の
戦
国
大
名

佐
竹
氏
の
客
将
と
な
っ
た
資
正
・
政
景
父
子
は
、
信

長
・
秀
吉
・
家
康
と
い
っ
た
天
下
人
と
北
関
東
の
諸

将
と
の
パ
イ
プ
役
を
果
た
し
て
い
く
。

■
　
太
田
資
正
判
物　
忠
恩
寺
文
書
2 

■

　
　
天
文
22
年
（
1
5
5
3
）
6
月
11
日

■
　
太
田
氏
資
判
物　
法
華
寺
文
書
3 

■

　
　
永
禄
9
年
（
1
5
6
6
）
11
月
23
日

■
　
梶
原
政
景
判
物　
三
戸
家
文
書
2 

■

（
年
未
詳
） 

5
月
18
日

　
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
の
河
越
合

戦
に
お
い
て
、
上
杉
方
の
武
将
と
し
て
参

戦
し
た
資
正
は
敗
れ
て
松
山
城
に
入
り
、

翌
年
兄
全
鑑
の
死
去
に
伴
い
岩
付
城
主
と

な
っ
た
。
そ
の
翌
年
か
ら
、
北
条
氏
配
下

の
武
将
と
し
て
、
領
内
の
寺
社
に
対
し
て

知
行
地
の
安
堵
や
寄
進
を
行
う
な
ど
、
独

自
の
支
配
を
展
開
し
て
い
く
。

　
本
文
書
も
そ
の
一
環
と
し
て
、
資
正
が

忠
恩
寺
（
白
岡
市
）
に
対
し
て
、
門
前
の

人
足
や
棟
別
（
家
屋
税
）
を
免
除
す
る
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
忠
恩
寺
は
、

関
東
越
山
の
際
に
上
杉
謙
信
が
立
ち
寄
っ

た
と
す
る
伝
承
が
あ
る
。

　
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）、
第
二
次
国
府
台

合
戦
の
後
、
父
資
正
を
岩
付
か
ら
追
放
し
た
太

田
氏
資
は
、
父
の
支
配
を
引
き
継
ぐ
形
で
岩
付

領
支
配
を
展
開
し
た
。
本
文
書
は
、
新
た
に
城

主
と
な
っ
た
氏
資
が
、
父
と
同
様
に
、
領
内
の

寺
社
に
対
し
て
租
税
免
除
の
安
堵
状
を
発
給

し
た
中
で
、
法
華
寺
の
門
前
に
お
け
る
、
門
前

の
諸
公
事
や
勧
進
等
を
免
除
す
る
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
氏
資
は
、
こ
の
時
す
で
に
北
条
氏
政

の
娘
（
長
林
院
）
と
婚
姻
し
て
お
り
、
北
条
方

の
家
臣
に
よ
る
内
紛
が
資
正
追
放
を
招
い
た
。

な
お
、
氏
資
は
、
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
の

三
船
山
合
戦
で
戦
死
し
、
こ
こ
に
岩
付
太
田
氏

の
直
系
は
絶
た
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
梶
原
政
景
は
、

太
田
資
正
の
二
男

と
し
て
生
ま
れ
、

古
河
公
方
奉
公

衆
と
し
て
、
足
利

義
氏
に
仕
え
た
。

そ
の
間
、
鎌
倉
時

代
の
名
族
で
あ
る

梶
原
氏
の
姓
を
名

乗
っ
て
い
る
。
そ

の
後
、
父
資
正
が

北
条
氏
か
ら
離

反
す
る
と
岩
付
に

戻
る
。
永
禄
七

年
（
一
五
六
四
）、

父
資
正
と
共
に
兄

氏
資
か
ら
岩
付

を
追
放
さ
れ
た
後

は
、
父
資
正
と
共

に
常
陸
佐
竹
氏
の

客
将
と
な
り
、
常

陸
柿
岡
城
（
茨
城

県
石
岡
市
）
や
、

小
田
城
（
茨
城
県

つ
く
ば
市
）
の
城

主
と
し
て
活
躍
し
た
。

　
本
文
書
は
、
岩
付
城
を
追
放
さ
れ
た
後
に
、

岩
付
帰
城
を
果
た
す
べ
く
、
河
越
「
古
尾
谷

庄
」（
現
川
島
町
）
を
遺
領
と
す
る
領
主
古

尾
谷
隼
人
に
対
し
て
出
し
た
約
状
で
、
岩
付

復
帰
の
暁
に
は
、「
万
疋
之
地
」
を
与
え
る

こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。

B a n d o  m u s h a ' s  w a y  o f  l i f e
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松
山
上
田
氏
　
～
案
独
斎
と
上
田
憲
定
～

　

松
山
城
主
上
田
氏
の
出
自
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
太
田
氏
と

同
様
に
相
模
に
領
地
を
持
つ
扇
谷
上
杉
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
菩
提
寺
浄
蓮
寺
（
東
秩
父
村
）
の
文
書
や
過
去
帳
か
ら
明
ら

か
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
上
田
朝
直
は
案
独
斎
宗
調
と
号
し
、
松

山
城
の
所
有
権
を
め
ぐ
っ
て
、
太
田
資
正
と
激
し
く
対
立
す
る
。

永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
の
「
越
相
一
和
」
で
も
、
松
山
城
の
帰

属
問
題
が
北
条
・
上
杉
の
和
睦
条
件
の
一
つ
に
上
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

朝
直
の
後
、
松
山
城
と
松
山
領
の
支
配
は
上
田
氏
が
掌
握
し
、

以
後
も
長
則
、
憲
定
と
三
代
に
わ
た
っ
て
独
自
の
印
判
を
用
い
る

な
ど
し
て
、
領
内
を
支
配
し
た
。

忍
成
田
氏
　
～
成
田
氏
長
～

　

成
田
氏
は
、
埼
西
郡
成
田
郷
（
現
熊
谷
市
）
の
在
地
領
主
で
あ
る
。

戦
国
時
代
は
、
顯
泰
・
親
泰
と
続
き
、
親
泰
の
代
に
忍
城
主
と
な
っ
た
。

以
後
、
長
泰
の
時
代
に
長
尾
景
虎
の
関
東
越
山
に
際
し
て
、
岩
付
の
太

田
資
正
と
と
も
に
先
陣
を
果
た
す
。
そ
の
後
、
氏
長
の
代
に
な
る
と
、

北
条
氏
の
他
国
衆
と
し
て
独
自
の
領
内
支
配
を
展
開
す
る
。
特
に
、
天

正
二
年
（
一
五
七
四
）
の
関
東
に
お
け
る
謙
信
最
後
の
属
城
羽
生
落
城

に
よ
る
戦
功
に
よ
り
、
羽
生
領
を
包
括
し
、
忍
領
支
配
を
確
立
さ
せ
た
。

　

な
お
、
成
田
氏
は
、
顯
泰
の
代
か
ら
連
歌
師
と
交
流
が
あ
り
、
た
び

た
び
歌
会
が
催
さ
れ
た
。
氏
長
の
代
に
も
伊
勢
の
連
歌
師
、
村
岡
玄
佐

を
招
い
て
い
る
。

■
　
北
条
氏
政
書
状　
大
野（
正
）家
文
書
1 

■

　   

天
正
3
年
（
1
5
7
5
）
6
月
25
日

■
　
成
田
氏
長
判
物　
長
野
家
文
書
4 

■

■
　
上
田
憲
定
朱
印
状　
大
野
（
正
）
家
文
書
2 

■

　   

天
正
12
年
（
1
5
8
4
）
3
月
25
日

　
北
条
氏
政
が
、
上
田
案
独
斎

宗
調
に
、
大
方
某
の
病
状
及
び
、

甲
斐
武
田
氏
の
状
況
を
伝
え
た

も
の
で
あ
る
。
大
方
は
不
明
だ

が
、
氏
政
の
母
か
。
病
状
が
多

少
良
く
な
っ
た
こ
と
、
何
と
か

延
命
さ
せ
た
い
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。

　
文
中
の
「
甲
州
無
仕
合
之
儀
」

は
、
武
田
氏
に
利
運
が
な
い
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
五
月

二
十
一
日
の
長
篠
合
戦
に
関
す

る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　
上
田
憲
定
が
、
広
野
（
嵐
山
町
）
に

あ
る
慶
眼
院
と
万
福
寺
の
寺
領
を
没
収

し
、
こ
れ
を
現
栄
院
と
宝
泉
院
に
与
え

る
こ
と
を
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
か

所
の
寺
領
に
つ
い
て
は
、
開
発
を
希
望

す
る
者
が
い
れ
ば
、
望
み
ど
お
り
に
寄

進
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
陣
間

際
で
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
帰

城
し
た
の
ち
に
、
正
式
な
直
判
（
花
押

を
据
え
た
寄
進
状
）
を
発
給
す
る
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。
上
田
氏
に
よ
る
文
書

様
式
が
読
み
取
れ
る
文
書
で
あ
る
。

　
な
お
、
印
判
は
、
二
重
の
角
印
で
、

印
文
は
「
慶
宝
」。

　
伊
勢
の
連
歌
師
村

岡
玄
佐
の
妻
子
が
伊

勢
か
ら
下
向
す
る
に

あ
た
り
、
成
田
氏
長

が
熊
谷
の
商
人
長
野

喜
三
に
迎
え
を
依
頼

し
た
も
の
で
あ
る
。

長
野
氏
は
伊
勢
出
身

の
商
人
で
、
本
文
書

以
外
に
も
、
氏
長
が

伊
勢
参
宮
か
ら
も

ど
っ
た
喜
三
に
対
し

て
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た

朱
印
状
や
、
熊
谷
に

お
い
て
小
間
物
の
店

を
上
・
下
・
中
通
り

に
開
店
す
る
こ
と
を

認
め
た
独
自
の
朱
印

状
を
出
し
て
い
る
。
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二
―
三
　
ど
う
す
る
氏
政

　

天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
の
羽
生
・
関
宿
落
城
、
同
六
年
（
一
五
七
八
）
の
上
杉
謙
信

の
死
を
経
て
、
小
田
原
北
条
氏
の
武
蔵
国
支
配
は
よ
り
強
固
と
な
る
。
四
代
当
主
北
条
氏

政
は
、
嫡
子
氏
直
に
家
督
を
譲
っ
た
後
も
、
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
続
け
た
。

　

関
東
に
一
大
領
国
を
築
い
た
北
条
氏
で
あ
っ
た
が
、
天
下
統
一
を
進
め
る
豊
臣
秀
吉
の

脅
威
を
前
に
大
き
な
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
く
。

　

天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
の
名な

ぐ
る
み
胡
桃
城
事
件
を
機
に
、
秀
吉
は
つ
い
に
小
田
原
攻
め

の
軍
勢
を
動
か
す
。
家
の
存
続
を
図
る
の
か
、
領
国
の
維
持
を
図
る
の
か
。
さ
あ
、
ど
う

す
る
氏
政
？

■
　
北
条
氏
政
書
状　
根
岸（
浩
）家
文
書
3 

■

　
　（
天
正
10
年
〈
1
5
8
2
〉）
2
月
15
日

■
　
北
条
氏
房
朱
印
状　
道
祖
土
家
文
書
25 

■

　
　（
天
正
17
年
〈
1
5
8
9
〉）
極
月
24
日

■
　
伊
達
政
宗
書
状　
杉
浦
家
文
書

182 

■

　
　（
天
正
18
年
〈
1
5
9
0
〉）
5
月
28
日

　
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）

二
月
、
信
濃
国
の
木
曽
義

昌
が
武
田
勝
頼
に
背
き
、

織
田
信
長
に
属
し
た
。

　
こ
の
文
書
は
、
甲
斐

国
金
山
（
現
山
梨
県
上

野
原
市
）
か
ら
義
昌
離

反
の
報
を
得
た
北
条
氏

政
が
、
鉢
形
城
主
で
あ
っ

た
弟
の
北
条
氏
邦
に
出

陣
の
準
備
を
命
じ
た
も

の
で
あ
る
。
当
時
、
北
条

氏
は
織
田
方
に
与
し
て
い

た
。
氏
邦
は
武
田
氏
の
領

国
で
あ
っ
た
西
上
野
攻
略

の
中
心
で
あ
り
、
氏
政
と

密
に
連
絡
を
と
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
四
月
末
、
岩
付
城

攻
略
の
た
め
に
、
豊
臣
秀
吉
は
浅
野
長
吉
・
木
村

常
陸
介
ら
の
軍
勢
を
派
遣
し
た
。
こ
の
頃
、
長
吉

は
奥
州
の
伊
達
政
宗
に
出
陣
を
促
し
て
お
り
、
五

月
九
日
に
政
宗
は
会
津
を
発
っ
て
い
る
。

　
本
文
書
は
、
五
月
二
十
八
日
に
、
甲
府
に
至
っ

た
政
宗
が
武
蔵
在
陣
中
の
長
吉
の
も
と
へ
送
っ
た

書
状
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
政
宗
は
長
吉
に
対
し
、

秀
吉
へ
の
取
成
し
を
求
め
る
と
と
も
に
、
遠
江
国

境
へ
向
か
う
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。

　
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
十
二
月
初
旬
、
豊

臣
秀
吉
は
小
田
原
攻
め
の
陣
触
を
発
し
、
北
条

氏
に
と
っ
て
豊
臣
秀
吉
と
の
対
立
は
決
定
的
と

な
っ
た
。

　
こ
の
文
書
は
、
豊
臣
軍
の
侵
攻
を
前
に
し
た
岩

付
城
主
北
条
氏
房
が
、
家
臣
の
道
祖
土
図
書
助

に
妻
子
を
連
れ
て
二
十
九
日
に
岩
付
城
大
構
の

内
に
移
る
よ
う
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
翌
年

正
月
五
日
ま
で
に
兵
粮
も
徴
収
す
る
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。
主
要
な
家
臣
を
岩
付
城
内
に
配
し
、

籠
城
の
覚
悟
を
決
め
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

B a n d o  m u s h a ' s  w a y  o f  l i f e
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二
―
四
　
戦
国
乱
世
の
あ
と
し
ま
つ

　
天
正
十
八
年（
一
五
九
〇
）五
月
、岩
付
城
が
陥
落
し
た
。

小
田
原
城
を
取
り
囲
ん
だ
豊
臣
軍
（
東
海
道
軍
）
か
ら

派
遣
さ
れ
た
浅
野
長
吉
・
木
村
常
陸
介
ら
の
軍
勢
は
、

北
陸
道
を
進
ん
で
き
た
上
杉
景
勝
・
前
田
利
家
ら
の
軍

勢
と
協
働
し
て
、
武
蔵
国
内
の
諸
城
を
攻
略
し
て
い
く
。

七
月
に
は
小
田
原
城
が
開
城
し
、
北
条
氏
政
と
そ
の
弟

氏
照
は
切
腹
。
氏
直・氏
房
は
高
野
山
に
蟄
居
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
統
一
権
力
の
影
響
下
に
入
っ
た
武
蔵
国
で

は
、
豊
臣
軍
、
そ
し
て
そ
の
後
に
関
東
へ
入
部
し
た
徳
川

家
康
の
も
と
、
既
得
権
益
を
保
障
す
る
よ
う
な
施
策
が

行
わ
れ
る
。
戦
国
乱
世
は
終
わ
り
を
告
げ
、
天
下
泰
平

の
世
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
た
。

■
　
豊
臣
秀
吉
禁
制　
旧
浦
和
宿
本
陣
文
書
2 

■

　
　
天
正
18
年
（
1
5
9
0
）
7
月
日

■
　
天
正
18
年
に
お
け
る
豊
臣
方
の
軍
事
行
動 

■

■
　
前
田
利
家
黒
印
状　
北
野
天
神
社
文
書

1958 

■

　
　
天
正
18
年
（
1
5
9
0
）
7
月
5
日

■
　
徳
川
家
康
朱
印
状　
明
星
院
文
書
9 

■

　
　
天
正
19
年
（
1
5
9
1
）
11
月
日

横浜市歴史博物館『秀吉襲来』54 頁所載図を元に作成

　
天
正
十
八
年（
一
五
九
〇
）

七
月
に
な
る
と
、
北
条
氏

方
の
忍
城
（
行
田
市
）
を

除
く
大
部
分
の
城
が
豊
臣

方
の
手
中
に
落
ち
た
。

　
こ
の
文
書
は
、
豊
臣
秀

吉
が
浦
和
宿
で
の
自
軍
の

乱
妨
狼
藉
や
放
火
な
ど
を

禁
じ
た
も
の
で
あ
る
。
戦

場
に
お
い
て
は
略
奪
や
殺

戮
行
為
が
横
行
し
て
お
り
、

戦
禍
に
見
舞
わ
れ
る
恐
れ

の
あ
る
町
村
や
寺
院
は
、
そ

れ
に
先
駆
け
て
侵
攻
軍
と

交
渉
し
、禁
制
を
入
手
し
た
。

　
天
正
十
八
年（
一
五
九
〇
）

四
月
、
北
陸
道
か
ら
進
軍
し

て
き
た
前
田
利
家
・
上
杉
景

勝
ら
の
軍
勢
は
、
碓
氷
峠
か

ら
関
東
に
な
だ
れ
込
み
、
東

海
道
軍
と
協
調
し
な
が
ら
行

動
し
た
。

　
こ
の
文
書
は
、
同
七
月
、

概
ね
戦
闘
が
収
束
し
て
い
く

中
で
、
前
田
利
家
が
北
野
天

神
社
（
所
沢
市
）
神
職
の
補

任
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

戦
後
処
理
と
し
て
、
新
支
配

者
に
よ
る
既
得
権
益
の
承
認

が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）

八
月
に
関
東
に
入
っ
た
徳
川

家
康
は
、
翌
年
に
領
国
内
の

有
力
寺
社
に
寺
領
を
寄
進
す

る
旨
の
朱
印
状
を
発
給
し
た
。

　
こ
の
文
書
も
、
そ
の
一
連

の
も
の
で
、
家
康
は
明
星
院

（
桶
川
市
）
へ
武
蔵
国
足
立
郡

蔵
田
（
同
倉
田
）
の
地
を
寄

進
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
施

策
は
引
き
継
が
れ
、
三
代
将

軍
家
光
の
時
に
制
度
と
し
て

確
立
。
以
後
、
将
軍
の
代
替

わ
り
ご
と
に
領
地
を
安
堵
す

る
朱
印
状
が
発
給
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

14

（下野）（下野）
（常陸）（常陸）

（甲斐）（甲斐）

（武蔵）（武蔵）

（駿河）（駿河）

（相模）（相模）

（伊豆）（伊豆）

（安房）（安房）

（上総）（上総）

（下総）（下総）

（上野）（上野）

（越後）（越後）

樺沢城樺沢城

名胡桃城名胡桃城
沼田城沼田城

鹿沼城鹿沼城 宇都宮城宇都宮城
鳥山城鳥山城

太田城太田城
大戸城大戸城 白井城白井城 深沢城深沢城

桐生城桐生城

金山城金山城

鉢形城鉢形城

松山城松山城

栗橋城栗橋城
関宿城関宿城騎西城騎西城

壬生城壬生城

忍城忍城

小山城小山城 結城城結城城

古河城古河城
下妻城下妻城

府中城府中城

土浦城土浦城

江戸崎城江戸崎城
牛久城牛久城

岩村城岩村城
河越城河越城 守谷城守谷城

小金城小金城
臼井城臼井城 佐倉城佐倉城

森山城森山城

東金城東金城
士気城士気城

椎津城椎津城

市原市原

江戸城江戸城

小机城小机城

玉縄城玉縄城

三崎城三崎城

稲村城稲村城

佐貫城佐貫城
真里谷城真里谷城 長南城長南城

浅野軍浅野軍

前田軍前田軍

石田軍石田軍
万喜城万喜城久留里城久留里城

小田原城小田原城

山中城山中城

韮山城韮山城

下田城下田城

戸倉城戸倉城

長久保城長久保城

甲府城甲府城
津久井城津久井城

八王子城八王子城
滝山城滝山城

鹿島鹿島

水戸城水戸城榎本城榎本城

唐沢山城唐沢山城

館林城館林城

箕輪城箕輪城

国峰城国峰城
松井田城松井田城

厩橋城厩橋城

4/26

4/27

4/29

5/1
5/22

5/20

6/23

6/14

5/29
7/16

5/29

布川城布川城



コ
ラ
ム
二
　
埼
玉
県
の
戦
国
城
館
跡

国
指
定
遺
跡
　「
鉢
形
城
跡
」

　

戦
国
時
代
を
代
表
す
る
平
山
城
で
、
長
尾
景
春
の
築
城
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
関
東
管
領
山
内
上
杉
氏
の
居
城
と
な
る
。

北
条
氏
の
武
蔵
国
制
圧
後
は
、
北
条
氏
の
一
族
北
条
氏
邦
の
居
城

と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
二
の
曲
輪
・
三
の
曲
輪
・
笹
曲
輪
は
、
平

成
九
年
（
一
九
九
七
）
度
か
ら
同
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
度
に
か

け
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
を
も
と
に
、
馬
出
や
堀
・

土
塁
の
復
元
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
特
に
、
三
の
曲
輪
で
は
戦
国

時
代
の
築
城
技
術
を
今
に
伝
え
る
石
積
み
土
塁
や
四
脚
門
、
池
な

ど
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。

国
指
定
史
跡
　

「
比
企
城
館
跡
群 

菅
谷
館
跡
・ 

松
山
城
跡
・ 

杉
山
城
跡
・
小
倉
城
跡
」

　

嵐
山
町
菅
谷
に
あ
る
菅
谷
館
跡
は
、
鎌
倉
時
代
の
有
力
御
家

人
と
し
て
著
名
な
畠
山
重
忠
の
館
跡
と
さ
れ
る
。
だ
が
重
忠
が

戦
死
し
た
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
以
降
、
十
五
世
紀
後
半
に

至
る
ま
で
の
経
過
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
昭
和
四
十
八

年
（
一
九
七
三
）
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
平
成
二
十
年

（
二
〇
〇
八
）
に
、
松
山
城
跡
、
杉
山
城
跡
、
小
倉
城
跡
を
含
め

て
比
企
城
館
跡
群
と
名
称
変
更
さ
れ
た
。
吉
見
町
南
吉
見
に
あ
る

松
山
城
跡
は
、
市
野
川
が
つ
く
る
低
湿
地
帯
に
突
き
出
す
よ
う
な

丘
陵
上
に
築
城
さ
れ
、
室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
は
激

し
い
争
奪
戦
に
さ
ら
さ
れ
た
歴
史
を
も
つ
。
嵐
山
町
杉
山
に
あ
る

杉
山
城
は
、
市
野
川
左
岸
の
比
高
二
〇
ｍ
ほ
ど
の
台
地
の
上
に
築

か
れ
、
発
掘
調
査
の
結
果
か
ら
山
内
上
杉
氏
の
時
代
に
造
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
。
と
き
が
わ
町
田
黒
に
あ
る
小

倉
城
は
、
北
条
氏
の
家
臣
で
あ
る
遠
山
光
景
の
居
城
で
あ
っ
た
と

さ
れ
、
戦
国
時
代
の
関
東
の
城
で
は
珍
し
い
石
塁
を
随
所
に
用
い

て
い
る
。

小倉城跡（ときがわ町）　職員撮影

『新編埼玉県史図録』（埼玉県、1993 年）98 〜 99 頁所載図を元に作成

鉢
形
城
跡
（
寄
居
町
）　
職
員
撮
影
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第
三
章
広
が
る
坂
東
武
者

　

埼
玉
県
立
文
書
館
が
収
蔵
す
る
中
世
文
書
の
中
に
は
、
直
接
的
に
は
埼
玉
県
域
に
関
わ
り
の
な
い
武
士
の

文
書
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、そ
う
し
た
武
士
た
ち
の
中
に
も
、坂
東
武
者
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
武
将
が
い
る
。

　

安
芸
国
（
現
広
島
県
）
の
戦
国
大
名
と
し
て
著
名
な
毛
利
氏
の
先
祖
は
、
鎌
倉
幕
府
の
官
僚
大
江
広
元
と

言
わ
れ
、
広
元
の
四
男
季
光
が
相
模
国
毛
利
庄
（
現
神
奈
川
県
厚
木
市
）
を
知
行
し
て
、
毛
利
氏
を
名
乗
っ

た
。
ま
た
、
薩
摩
国
（
現
鹿
児
島
県
）
の
戦
国
大
名
島
津
氏
は
、
鎌
倉
時
代
に
島
津
忠
久
が
薩
摩
国
島
津
庄

を
知
行
し
て
島
津
氏
を
名
乗
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
忠
久
は
源
頼
朝
の
御
落
胤
と
称
し
て
い
た
。

　

活
躍
し
た
場
所
は
違
え
ど
も
、
彼
ら
は
坂
東
武
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
継
承
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

井
原
家
文
書

　

安
芸
国
高
田
郡
井
原
村
（
現
広
島
県

広
島
市
）
を
拠
点
と
し
た
井
原
氏
が
伝

え
た
文
書
群
で
あ
る
。
御
子
孫
が
埼
玉

県
内
に
住
ん
で
い
た
縁
で
文
書
館
に
寄

託
さ
れ
た
。
井
原
氏
は
古
く
か
ら
毛
利

氏
に
仕
え
、
江
戸
時
代
に
は
萩
藩
士
と

な
り
、
そ
の
ま
ま
近
代
を
迎
え
る
。
文

書
群
は
、
毛
利
氏
か
ら
の
書
状
を
は
じ

め
、
戦
国
時
代
か
ら
近
現
代
ま
で
に
及

ぶ
三
三
四
点
の
文
書
か
ら
な
る
。

　

戦
国
時
代
の
文
書
は
三
巻
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
当
主

井
原
元
歳
が
、
備
前
国
（
現
岡
山
県
）

の
豪
族
伊
賀
氏
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で

い
た
こ
と
か
ら
、
伊
賀
氏
に
関
す
る
文

書
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
毛

利
輝
元
・
吉
川
元
春
・
小
早
川
隆
景
の

連
署
起
請
文
な
ど
が
あ
る
。

米
沢
藩
上
杉
家
中 

島
津
家
文
書

　

江
戸
時
代
に
米
沢
藩
士
だ
っ
た
島
津
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
群
で
あ
る
。
島
津
家
の
御
子

孫
が
県
内
に
住
ん
で
い
た
縁
で
文
書
館
が
受
け
入
れ
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に

寄
贈
さ
れ
た
。
上
杉
景
勝
や
直
江
兼
続
か
ら
の
書
状
を
含
む
中
世
文
書
三
〇
点
と
、
近
世
・

近
代
文
書
十
三
点
か
ら
な
る
。

　

本
文
書
群
を
伝
え
た
島
津
氏
は
薩
摩
国
の
島
津
氏
の
庶
流
で
、
鎌
倉
時
代
に
信
濃
国
水

内
郡
長
沼
（
現
長
野
県
長
野
市
）
を
拠
点
と
し
、
長
沼
島
津
氏
と
呼
ば
れ
た
一
族
で
あ
る
。

天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
一
五
五
五
）
に
武
田
信
玄
の
進
攻
に
よ
っ
て
越
後
国
の
上
杉
氏
を

頼
り
そ
の
家
臣
と
な
っ
た
。
後
に
上
杉
氏
の
米
沢
転
封
に
従
い
、米
沢
藩
士
と
な
っ
て
い
る
。

■
　
毛
利
輝
元
等
連
署
起
請
文

　
　
井
原
家
文
書
85-

3 

■

　
　
天
正
10
年
（
1
5
8
2
）
6
月
9
日

■
　
上
杉
景
勝
判
物

　
　
米
沢
藩
上
杉
家
中
島
津
家
文
書
5 

■

　
　
天
正
6
年
（
1
5
7
8
）
11
月
10
日

　
備
前
国
（
現
岡
山
県
）
の
伊
賀
家

久
に
対
し
、
毛
利
家
当
主
輝
元
と
、

輝
元
叔
父
の
吉
川
元
春
・
小
早
川
隆

景
が
連
署
し
て
与
え
た
起
請
文
で
あ

る
。
本
紙
に
続
く
起
請
の
詞
が
書
か

れ
た
罰
文
部
分
に
は
「
牛
玉
宝
印
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
に
織
田

信
長
の
家
臣
羽
柴
秀
吉
が
中
国
地
方

に
進
攻
し
た
。
本
文
書
は
、
そ
の
戦

い
で
、
伊
賀
家
久
が
毛
利
方
と
し
て

戦
っ
た
こ
と
を
賞
す
る
と
と
も
に
、

毛
利
氏
が
今
後
も
伊
賀
氏
を
な
お
ざ

り
に
し
な
い
こ
と
を
、
誓
っ
た
も
の

で
あ
る
。
京
都
で
本
能
寺
の
変
が
勃

発
し
た
の
は
本
文
書
が
出
さ
れ
る
七

日
前
で
、
異
変
を
知
っ
た
秀
吉
が
京

都
へ
引
き
返
し
た
直
後
に
出
さ
れ
た

文
書
で
あ
る
。

　
上
杉
景
勝
が
、
島
津

義
忠
に
対
し
、「
不
慮
錯

乱
」
で
の
軍
功
を
賞
し
、

村
岡
（
現
新
潟
県
上
越

市
）
を
与
え
た
も
の
で

あ
る
。
文
中
に
あ
る「
不

慮
錯
乱
」
と
は
、
上
杉

謙
信
の
死
後
、
そ
の
跡

目
を
め
ぐ
っ
て
景
勝（
謙

信
の
甥
）
と
景
虎
（
謙

信
の
養
子
、
北
条
氏
康

の
子
）
と
の
間
で
行
わ

れ
た
戦
い
、「
御
館
の
乱
」

の
こ
と
を
指
す
。
島
津

氏
は
こ
の
戦
い
で
景
勝

に
味
方
し
て
功
績
を
挙

げ
、
そ
の
後
も
景
勝
に

仕
え
、
後
に
米
沢
藩
士

と
な
る
。
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関東の中世主要略年表
西暦 和暦 月 事項
1180 治承 4 8 源頼朝が伊豆国で挙兵する。
1185 文治元 3 壇ノ浦の合戦。平家が滅亡する。
1192 建久 3 7 源頼朝が征夷大将軍となる。
1199 正治元 4 鎌倉幕府で 13 人の合議制がとられる。
1203 建仁 3 9 比企能員が滅ぼされる。
1205 元久 2 6 畠山重忠が滅ぼされる。
1221 承久 3 6 承久の乱が起こる。
1274 文永 11 10 文永の役が起こる。
1281 弘安 4 7 弘安の役が起こる。
1333 正慶 2 5 鎌倉幕府が滅亡する。

1335 建武 2

7 北条時行が挙兵（中先代の乱）。
8 足利尊氏が中先代の乱を鎮圧する。

12 足利尊氏と建武政権の追討使の新田義
貞が戦う。

1336 延元元 
建武 3 5 足利尊氏が摂津湊川の戦いで楠木正成

を破る。

1338 延元 3 
暦応元 8 足利尊氏が征夷大将軍に任じられる。

1349 正平 4 
貞和 5 9 足利基氏が鎌倉に下向する。

1352 正平 7 
文和元 1 観応の擾乱が終結する。

1363 正平 18 
貞治 2 3 上杉憲顕が関東管領となる。

1368 正平 23 
応安元 3 平一揆の乱が起こる。

1416 応永 23 10 上杉禅秀の乱が起こる。
1438 永享 10 8 永享の乱が起こる。
1439 永享 11 2 足利持氏が自害する。
1440 永享 12 3 結城合戦が起こる。

1454 享徳 3 12 足利成氏、上杉憲忠を殺害。享徳の乱
が起こる。

1457 長禄元 この頃、河越城が築城されたという。
1466 文正元 6 上杉顕定が関東管領となる。
1476 文明 8 7 長尾景春の乱が起こる。
1482 文明 14 11 都鄙和睦が成立し、享徳の乱が終結する。
1486 文明 18 7 太田道灌が扇谷上杉定正に謀殺される。

1488 長享 2 2 山内・扇谷両上杉氏の抗争がはじまる
（長享の乱）。

1494 明応 3 9 伊勢宗瑞（北条早雲）がはじめて武蔵
国に出陣する。

西暦 和暦 月 事項

1505 永正 2 3 両上杉氏の和睦が成立し、長享の乱が
終結する。

1511 永正 8 7 古河公方家で政氏と高基の内紛がはじ
まる（永正の乱）。

1519 永正 16 8 伊勢宗瑞が没し、氏綱が跡を継ぐ。
1523 大永 3 この頃、氏綱は「北条」を名乗る。
1524 大永 4 1 北条氏綱が江戸城を奪取する。
1537 天文 6 7 北条氏綱が河越城を奪取する。

1546 天文 15 4
両上杉氏が古河公方足利晴氏を擁して
河越城を攻めるも、北条氏康の反撃で
大敗する（河越合戦）。

1560 永禄 3 8 長尾景虎が山内上杉憲政を擁して関東
に進軍する（関東越山）。

1561 永禄 4 閏 3 長尾景虎が山内上杉憲政から関東管領
職と山内上杉氏の名跡を継承する。

1564 永禄 7 7 太田資正が子息の氏資に岩付城を追わ
れる。

1567 永禄 10 8 太田氏資が三船山の合戦で討死する。
1568 永禄 11 12 「甲相駿三国軍事同盟」が破綻する。
1569 永禄 12 9 武田信玄が武蔵国に進攻する。

1570 元亀元 3 北条氏康と上杉謙信の同盟（越相一和）
が成立する。

1571 元亀 2 10 北条氏康が没する。越相一和が破綻する。

1574 天正 2 10
上杉方の羽生城が北条氏の進軍で落
城。武蔵国ほぼ一円が北条氏の支配下
に入る。

1579 天正 7 4 上杉謙信が没する。後継者をめぐって、
上杉景勝・景虎が争う（御館の乱）。

1582 天正 10

3 武田勝頼が織田信長に滅ぼされる。

6 織田信長が明智光秀に殺される（本能
寺の変）。

10 北条氏と徳川氏が同盟を結ぶ。
この頃、北条氏房が岩付城に入る。

1585 天正 13 7 豊臣秀吉が関白となる。

1587 天正 15 12 豊臣秀吉が関東・東北の諸大名に「惣
無事令」を出す。

1589 天正 17
10 猪俣邦憲が名胡桃城を奪取する（名胡

桃城事件）。
11 豊臣秀吉が北条氏の討伐令を出す。

1590 天正 18

1 豊臣秀吉の北条攻めがはじまる。
5 岩付城が落城する。
6 鉢形城が開城する。
7 小田原城が開城し、北条氏は滅亡する。
8 徳川家康が江戸に入る。

おわりに　～坂東武者のプライド～
　中世という社会は、陰謀や謀略が渦巻き、戦争も日常的で生きづらい社会だった。しかし、坂東武者たちは、時
代に翻弄されながらも、中世をしたたかに生き抜いていった。
　伊勢宗瑞を祖とする小田原北条氏は、もともと西国の出身で伊勢氏を名乗っていた。しかし、関東に根を下ろし、
その支配を進めていくなかで、かつての鎌倉幕府執権にあやかり「北条氏」を名乗るのである。そこには、「坂東武者」
のプライドを身にまとうという強い意志もあったのではなかろうか。その後、北条氏は天下人の豊臣秀吉との対決
を選んで滅亡する。それは坂東武者の時代の一つの終わりだった。
　しかし、関東に入った徳川家康によって、新しい時代が築かれる。坂東武者による新たな時代の幕開けである。

B a n d o  m u s h a ' s  w a y  o f  l i f e
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安
保
文
書
は
、
武
蔵
国
賀
美
郡
安
保
郷
（
現
神

川
町
）
を
拠
点
と
し
た
武
蔵
七
党
の
ひ
と
つ
丹
党

の
武
士
、
安
保
氏
に
伝
わ
っ
た
文
書
群
で
あ
る
。

安
保
氏
の
活
動
は
、い
わ
ゆ
る
源
平
合
戦
（
治
承
・

寿
永
の
乱
）
の
頃
か
ら
、
戦
国
時
代
の
終
わ
り
ま

で
、
諸
史
料
に
み
ら
れ
て
い
る
。

　

伝
来
の
過
程
で
文
書
群
は
い
く
つ
か
に
分
か
れ

て
お
り
、
埼
玉
県
立
文
書
館
で
は
そ
の
う
ち
文
保

二
年
（
一
三
一
八
）
の
鎌
倉
幕
府
の
下
知
状
か
ら
、

永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
の
北
条
氏
康
書
状
に

い
た
る
、
三
七
点
の
文
書
（
埼
玉
県
指
定
有
形
文

化
財
）
を
収
蔵
し
て
い
る
。
安
保
文
書
は
そ
の
他

に
、
横
浜
市
立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵

す
る
南
北
朝
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
の
文

書
二
一
点
や
、
個
人
が
所
蔵
す
る
文
書
の
写
し
が

現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
、
武
蔵
国
に
留

ま
っ
て
活
動
し
た
武
蔵
武
士
は
多
く
は
な
い
。
し

か
も
安
保
文
書
は
、
そ
の
間
の
文
書
が
全
時
代
的

に
残
さ
れ
て
お
り
、
県
域
、
ひ
い
て
は
東
国
の
中

世
史
を
語
る
上
で
も
最
重
要
史
料
の
ひ
と
つ
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

■　足利義持御教書　安保文書 11 ■

（年未詳）8 月 28 日

■　関東下知状　安保文書 1 ■

文保 2（1318）12 月 24 日

■　安保全隆起置文　安保文書 32 ■

天文 12 年（1543）7 月 23 日
■　北条氏康書状　安保文書 37 ■

（永禄 12 年〈1569〉）7 月朔日

安
保
文
書
のの

　
　
　
　

　
　
　
　
世
界
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